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島原市の財政状況をお知らせします
島原市の国民健康保険ほか
障害者週間
水道管にも冬支度をほか
北村西望賞教育美術展ほか
世界に羽ばたく島原半島ジオパーク
まちかどウォッチング
子育て情報
ふるさと再発見ほか
公民館こうざじょうほう
保健センターだより
くらしの情報
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人・夢・未来　つなごう島原道路
　11月18日、有明総合文化会館で、地域高規格道路「島原道路」建設促進
決起集会が開催されました。
　「島原道路」は、島原半島にとって、主要産業である農業・漁業の振興、
観光などによる地域間の活性化はもちろんのこと、緊急医療体制への支援道
路として、また災害時の代替道路としての役割など、まさしく生命と暮らし
を未来につなぐ極めて重要な道路です。
　当日は、約600人が参加し、「島原道路」の一日も早い完成を目指すこと
を確認し合いました。



　市では１年間にどれだけ予算を使って、どのような事業をしているのかを皆さんに年２回お知らせしています。
今回は平成 22年度の決算について説明します。

平成 22年度の一般会計決算
　平成 22年度の一般会計の歳入決算額は 214億 5789万円（前年比0.2％の増）、歳出決算額は 205億 9643万円
（前年比1.0％減）となりました。

歳 入歳 入
決算額

214億 5789万円

歳 出歳 出
決算額

205億 9643万円

地方交付税地方交付税
68億 8177 万円
（32.1%）

市税市税
47億 5307 万円
（22.2％）

国庫支出金国庫支出金
32億 1628万円
（15.0%）

市債市債
21億 5254万円万円
（10.0%）

県支出金県支出金
万円16億 6374万円

（7.8%）

地方消費税交付金地方消費税交付金
4億 6576万円
（2.2%）

繰越金繰越金
6億 1102万円
（2.8%）

地方譲与税地方譲与税
1億 9102万円
（0.9%）

繰入金繰入金
1960万円
（0.1%） その他その他

15億 309万円
（6.9%）

民生費民生費
74億 7422万円
（36.3%）

公債費公債費
26億6491万円
（12.9%）

総務費総務費
29億 1814万円
（14.2%)

土木費土木費
20億 6525万円
（10.0%））

教育費教育費
16億 4988万円
（8.0%)

衛生費衛生費
15億 9990万円
（7.8%）

消防費消防費
8億 3136万円
（4.0%）

農林水産業費農林水産業費
6億 1765万円
（3.0%）

商工費 商工費 
5 億 2714 万円
（2.6%）

その他その他
2億 4798万円
（1.2%）

 ■ しまばらさんの家計簿
　平成 22年度一般会計決算額を市民一人あたりに置き換えて、身近な家計簿に表してみました（※）

収　入（市民一人あたり） 支　出（市民一人あたり）
項　目 予算上の内容 金　額 項　目 予算上の内容 金　額

給料 市税、使用料、手数料
など 112,537 円 食費など 給与、各種委員報酬など 66,674 円

親からの援助 国庫・県支出金、地方
交付税など 259,319 円 日用品や

公共料金など
旅費、光熱水費、郵便料、
電話料など 54,128 円

預金の引き出し 繰入金 405円 家電などの
修理 維持補修費 1,913 円

借り入れ 市債 44,486 円 医療費など 児童手当、生活保護費、福
祉医療費など 93,676 円

先月からの
繰り越し 前年度繰越金 12,628 円 家屋の増改築 普通建設事業など 54,019 円

雑収入 諸収入、寄付金など 13,838 円 ローンの返済 公債費 55,075 円

預金 積立金・貸付金など 14,289 円

町内会費など 一部事務組合負担金など 47,001 円

子どもへの
仕送り 他会計への繰り出し金 38,633 円

収　入　計 443,213 円 支　出　計 425,409 円

 島原市の財政状況をお知らせします 島原市の財政状況をお知らせします

　※ 人口は 48,387 人（平成 23年 3月 31日現在）として算出しています

◎家計簿の各項目の数値は、総務省が定めた地方財
　政統計上の数値を用いているため、決算書の総額
　とは若干の相違があります。
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平成 22年度に実施した主な事業など

平成 22年度決算　目的税の使途状況
都市計画税　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事　業　名 平成 22年度決算
街路整備事業費 491,422
公債費（都市計画事業債のみ） 407,381

合　　計 898,803

財源内訳

都市計画税 370,398
国庫・県支出金 107,331
市債 232,300
その他特財 0
一般財源など 188,774

入湯税　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
事　業　名 平成 22年度決算

環境衛生施設整備 8,064
鉱泉源の保護管理施設整備 14,000
消防施設整備 9,869
観光振興 4,300
観光施設整備 43,422

合　　計 79,655

財源内訳 入湯税 14,064
一般財源など 65,591

平成 22年度決算　特別会計決算
　特別会計は、７会計合計で歳入決算額は 85億 8527万4千円（前年比 2.5%増）、歳出決算額 84億 4631万円
（前年比 3.4%増）となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　計　別 予算額 収入済額（Ａ） 支出済額（Ｂ） 差引（Ａ－Ｂ）
国 民 健 康 保 険 事 業 7,047,540 7,073,716 6,972,451 101,265
温 泉 給 湯 事 業 70,909 86,198 67,236 18,962
交 通 災 害 共 済 事 業 13,339 12,815 10,167 2,648
老 人 保 健 18,965 17,525 17,525 0
島 原 都 市 計 画 事 業
安中土地区画整理事業 29,562 33,857 29,105 4,752
有明町簡易水道事業 880,115 858,546 856,275 2,271
後 期 高 齢 者 医 療 529,159 502,617 493,551 9,066

合 　 計 8,589,589 8,585,274 8,446,310 138,964

萩が丘住宅整備事業
【事業費　5億 523万円】

　萩が丘住宅建て替え事業の
第 4期建設分（４棟 35戸）
を整備しました。

第一小学校整備事業
【事業費　2億 6277万円】

　旧校舎を平成 22～ 23
年度で建て替えました。
※総事業費 ２カ年で 11億円

道路・街路整備事業
【事業費　8億 1446万円】

　下蓮輪線、川添線、長池三会
線、東城内線、親和町湊広馬場
線、霊南山ノ神線、下新丁線な
どを整備しました。

下辻地区基盤整備事業
【事業費　4445万円】

　有明町下辻地区において、
狭小・不整形な農地の区画整
理や基盤整備を実施しました。

小・中学校校舎等耐震補強事業
【事業費　1億 8267万円】

　第二中学校（特別教室棟、
三階建校舎）、大三東小学校
体育館などの耐震補強工事
を行いました。

有明地区簡易水道再編推進事業
【事業費　7億 9526万円】

　安心・安全な水道水を供給するため、旧有明町３
地区（川内・湯江・大三東）の統合を実施し、取水

※総事業費28億円
から配水までの水道システムの再構築と合わせた施
設整備を図りました。



　

■ 資金不足比率
島原市の公営企業の資金不足はどのくらい？　→ 資金不足はありません

「資金不足率」は、各公営企業の資金不足額が、事業規模に対してどれくらいの割合になるかを示しています。

島原市の財政健全化判断比率等の状況（平成 22年度）

　健全化判断比率など早期健全化基準（経営健全化基準）以上の場合、議会の議決を経て財政健全化計画を定め、財政
の健全化に向けて計画的に取り組まなければなりません。
　さらに、財政再生基準以上の場合には、議会の議決を経て財政の再生計画を進めなければなりません。
　また、総務大臣の同意を得なければ、一部を除き地方債を借りることができなくなります。
　平成22年度決算に基づく健全化判断比率は、すべて早期健全化基準を下回りましたが、経常収支比率は88.7％と高く、
ゆとりが少なく、当市が厳しい財政状況にあることには変わりありません。これからもいろいろな市民の要望に柔軟に
お応えするため、「行政改革大綱」や「集中改革プラン」に基づき、より一層の行財政改革を推進して行きます。
■ 問い合わせ先　経営管理グループ財政班（☎ 63 － 1111　内線１５２）

■ 実質公債費率・将来負担率・経常収支比率の推移

実質公債比率

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

8.2 8.7 9.4 9.2

33.3 30.9 28.5 19.5

（％）

40

30

20

10

0

将来負担比率
（％）

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

98.9 94.2 90.4 88.7

100
98
96
94
92
90
88
86
84
82

経常収支比率
（％）
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　財政破たんを未然に防ぎ、市民の皆さんに市の財政状況を説明することを定めた「地方財政健全化法」に基づき、平成
19年度決算から、「健全化判断比率」など、自治体のすべての会計からなる新たな指標で判断・公表することとなっています。
　また、平成 20年度決算からは、各指標が国の定めた基準（早期健全化基準）以上となった場合、改善が必要な状態と
みなされ、早期健全化計画などを策定することが義務付けられています。
　本市の平成 22年度決算では、健全化判断比率の 4 つの指標と資金不足比率は国の基準を下回りました。
　「健全化判断比率」と水道などの公営企業会計の「資金不足比率」は次のとおりです。

① 実質赤字比率

　島原市の基本的な会計の赤字はどれくらい？
→ 赤字はありません
　「実質赤字比率」は、一般会計などの実質的な赤字額が、
基準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示し
ています。

② 連結実質赤字比率

　島原市全体としての赤字はどれくらい？
→ 赤字はありません
　「連結実質赤字比率」は、すべての会計の実質的な赤
字額が、標準的な収入に対してどれくらいの割合になる
かを示しています。

③ 実質公債費比率

　島原市は借金の返済にいくら支払っているの？
→ 9.2%です
　「実質公債費比率」は、一般会計などでの実質的な借
入金の返済額が、標準的な収入に対してどれくらいの割
合になるか示し、低いほど健全と言えます。
　※早期健全化基準は 25％です

④ 将来負担比率

　今後どのくらいの負担が見込まれるの？
→ 19.5%です
　「将来負担比率」は、一般会計が抱える実質的な負債
の残高が、標準的な収入に対してどれくらいの割合にな
るかを示し、低いほど健全と言えます。
　※早期健全化基準は 350%です

■ 健全化判断比率
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（
☎

１
１
１
１
　

内
線
２
３
１
）

こんなとき 届け出に必要なもの

加
入
す
る
と
き

他の市区町村から転入したとき 転出証明、印鑑
職場の健康保険をやめたとき（職場の健康保険の
被扶養者でなくなったとき）

職場の健康保険をやめた証明（被扶養者でなくなった証明）、印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑、母子手帳、保険証（出産者）
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑
外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、パスポート

や
め
る
と
き

他の市区町村へ転出するとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき（職場の健康保険
の被扶養者になったとき）

国保の保険証、職場の保険証（加入したことを証明するもの）、印鑑

死亡したとき 保険証、印鑑
生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

保険証、外国人登録証明書、パスポート外国籍の人がやめるとき

そ
の
他

退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書、印鑑
住所、世帯主、氏名などが変わったとき 保険証、印鑑
世帯が分かれたり、一緒になるとき 保険証、印鑑
修学のため、別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印鑑
保険証を無くしたり、汚れて使えなくなたとき 身分を証明するもの（運転免許証など）、印鑑、使えなくなった保険証
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の
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診
期
間
を
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長
し
ま
す

医
療
機
関
で
の
特
定
健
診
の
実
施
期
間
を
平
成
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年
２
月
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日
㈬
ま
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長
し
ま
す
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▼
対
象
者　

島
原
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳
以
上
の
人
で
、
平

成
23
年
度
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い
人

▼
受
診
期
限　

平
成
24
年
２
月
29
日
㈬
ま
で

▼
健
診
料　

無
料

▼
持
参
品　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
※
）、島
原
市
国
民
健
康
保
険
証
、

介
護
保
険
証
（
持

て
い
る
人
の
み
）

※
有
効
期
限
が
「
平
成
23
年
11
月
30
日
」ま
で
と
な

て
い
ま
す
が「
平

成
24
年
２
月
29
日
」
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

電話番号
62－ 5161
62 － 6355
63 － 2286
65 － 0500
62 － 5101
64 － 5851
62 － 6655
64 － 1111
62 － 6300
62 － 6657
62 － 2526
62 － 3200
62 － 1515

医療機関名
池田病院
稲田整形外科医院
魚住医院
おかもと内科
喜多内科医院
木下内科医院
酒井外科胃腸科医院
柴田長庚堂病院
たかお循環器科・内科
林内科医院
松岡病院
山口外科胃腸科医院
わたなべ内科クリニック

電話番号
68－ 0269

63 － 1251

63 － 0288

62 － 7733

62 － 5413

68 － 0040

68 － 5500

63 － 4641

65 － 0222

62 － 6305

62 － 6501

62 － 5131

64 － 1103

医療機関名
有明共立診療所
稲田産婦人科医院
伊東外科医院
内田医院
かわはら内科・胃腸科医院
貴田神経内科・呼吸器科・内科病院

くすのきクリニック
坂本内科医院
しろたに内科クリニック
土井外科胃腸科医院
前田医院
八尾病院
山崎産婦人科医院

  ※ 受診する際は、事前に医療機関に連絡してから受診してください
  ■ 問い合わせ先　市保健センター（☎ 64 － 7713）



障
が
い
の
あ
る
人
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
保
健
総
務
グ
ル

プ
福
祉
班
（
☎

１
１
１
１
　

内
線
２
７
３
）

12 月 3日～ 9日は「障害者週間」

誰
も
が
お
互
い
を
尊
重
し
、
支
え
合
う
社
会
へ

み
な
さ
ん
は
、
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

平
成
23
年
の
障
害
者
白
書
に
よ
る
と
、
国
民

の
約
６
％
の
人
が
何
ら
か
の
障
が
い
が
あ
る
と

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
気
や
事
故
な
ど
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
生
じ
る
こ
と
は
、
年
齢

を
問
わ
ず
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
い
ろ
い
ろ
な「
不
便
さ
」や「
困

た
こ
と
」

を
抱
え
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
自
分
以

外
の
人
の
不
便
さ
や
困

た
こ
と
に
は
、
気
づ

き
に
く
い
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
以
外
の

人
の
不
便
さ
や
困

た
こ
と
に
気
づ
き
、
ど
う

し
た
ら
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な

る
か
考
え
て
み
ま
し

う
。

目
が
不
自
由
な
人
に
誘
導
を
お
願
い
さ
れ
た
ら

目
の
不
自
由
な
人
は
、
周
り
の
状
況
が
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
。
誘
導
を
頼
ま
れ
た
時
は
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
か
を
ま
ず
尋
ね
ま
し

う
。
一
般
的
に
は
腕
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
、
半

歩
先
を
歩
く
よ
う
に
し
ま
す
。
誘
導
の
際
に
は

具
体
的
な
言
葉
で
周
り
の
状
況
を
説
明
す
る
と

不
安
感
が
和
ら
ぎ
ま
す
。

耳
が
不
自
由
な
人
に
尋
ね
ら
れ
た
ら

　

耳
が
不
自
由
な
人
と
の
会
話
の
方
法
と
し
て

は
、「
手
話
」
や
「
筆
談
」や
身
振
り
手
振
り
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
　
　

　

手
話
や
身
振
り
手
振
り
で
の
会
話
が
難
し
い

時
は
、
紙
と
鉛
筆
が
あ
れ
ば
「
筆
談
」
が
効
果

的
な
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
と
な
り
ま
す
。

車
い
す
を
使

て
い
る
人
が
困

て
い
る
こ
と

　
ま
ず
ど
ん
な
手
伝
い
が
必
要
か
尋
ね
て
く
だ
さ

い
。「
高
い
位
置
の
物
に
手
が
届
き
に
く
い
」
、

「
段
差
や
狭
い
通
路
が
通
行
の
妨
げ
に
な
る
」
な

ど
不
便
な
点
が
あ
り
ま
す
。
困

て
い
る
時
に

出
会

た
ら
、望
ま
れ
る
方
法
で
対
応
し
ま
し

う
。

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
・
発
達
障
が
い
の

あ
る
人
へ
の
言
葉
か
け

　

こ
れ
ら
の
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
一
見
し
た

と
こ
ろ
分
か
り
に
く
い
障
が
い
で
す
が
、
同
じ

こ
と
を
何
度
も
尋
ね
ら
れ
た
り
、
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
が
と
り
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

何
か
を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
困

て
い
る
時
に
は
、

多
く
の
こ
と
を
一
度
に
説
明
す
る
と
分
か
り
に

く
い
時
が
あ
る
の
で
、
ゆ

く
り
と
丁
寧
に
説

明
し
て
く
だ
さ
い
。

　

障
害
福
祉
サ

ビ
ス
（
居
宅
介
護
、生
活
介
護
、

短
期
入
所
、施
設
入
所
支
援
な
ど
）、補
装
具
（
補

聴
器
な
ど
）の
購
入
、日
常
生
活
用
具（
特
殊
ベ

ト
、蓄
便
袋
な
ど
）
の
給
付
、自
立
支
援
医
療
（
更

生
医
療
・
精
神
通
院
）、
重
度
心
身
障
害
者
福
祉

医
療
費
の
助
成
、
鉄
道
や
バ
ス
の
運
賃
・
有
料

道
路
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
割
引
、
障
害
者
手
当

の
支
給
や
税
の
控
除
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
障
が
い
の
程
度
や
所
得
要
件
な
ど
に
よ
り

利
用
で
き
る
サ

ビ
ス
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る

た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
特
別
障

害
者
手
当
と
障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

・
特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
の
重
度
障
が
い

　

者
で
、
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在

　

宅
の
人
）
…
支
給
月
額
２
万
６
３
４
０
円

・
障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
の
重
度
障
が
い

　

児
で
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

　

人
）
…
支
給
月
額
１
万
４
３
３
０
円

・ 

障
害
年
金
（
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ

て
、
日  

　

常
生
活
、
就
労
な
ど
の
面
に
困
難
が
多
く
な

　

た
状
態
（
障
が
い
が
あ
る
状
態
）
に
支
給
さ

　

れ
ま
す
）
…
１
級
障
害
年
金
（
年
額
98
万
６

　

１
０
０
円
）、
２
級
障
害
年
金
（
年
額
78
万
８

　

９
０
０
円
）。
詳
し
く
は
、
市
民
窓
口
グ
ル

　

プ
国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）
へ
。

・  

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
20
歳
未
満
で
精
神
ま

　

た
は
身
体
に
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭

　

で
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

　

さ
れ
ま
す
）。
詳
し
く
は
、こ
ど
も
支
援
グ
ル

　

プ
こ
ど
も
家
庭
班
（
☎
内
線
２
７
８
）
へ
。

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の
制
度

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
支
え
る
制
度

6平成23.12.
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障
が
い
の
あ
る
人
や
保
護
者
が
、
当
事
者
会
や
家
族
会
を
結
成
し
、
交
流
会

や
研
修
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行

て
い
ま
す
。
活
動
に
関
心
の
あ
る
当

事
者
や
保
護
者
の
人
な
ど
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
困

て
い
る
こ
と

や
悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
も
み
ん
な
で
分
か
ち
合
い
ま
し

う
。

■ 

島
原
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
福
祉
セ
ン
タ　

☎

３
８
５
５
）
　

視
覚
・
聴
覚
・
言
語
・
肢
体
・
内
部
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
の
団
体

で
す
。
ボ

リ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ

ツ
大
会
な
ど
の
交
流
や
研
修
会
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
困

た
時
に
は
声
を
掛
け
合
え
る
仲
間
の
集
ま
り
で
す
。

■ 

社
会
福
祉
法
人
島
原
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
☎

７
１
４
３
）

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
地
域
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
当
事
者
を
中
心
に
し
て
市
民
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
行

て
い
ま
す
。

■ 

精
神
障
害
者
家
族
会　
湧
水
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班　
☎

　
１
１
１
１　
内
線
２
７
３
）

　
　
　精
神
障
が
い
が
あ
る
人
の
家
族
の
会
で
す
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
者
同
士
が
悩

み
事
や
心
配
事
の
解
決
に
向
け
て
共
に
語
ら
い
ま
す
。

■ 

わ
か
ば
の
会
（
保
健
セ
ン
タ　

☎

７
７
１
３
）

　
　
　
　
　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
親
た
ち
の
交
流
の
場
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

先
輩
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
話
も
で
き
ま
す
。
こ
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を

願

て
、
一
緒
に
語
り
合
い
ま
し

う
。

障
が
い
者
団
体
の
活
動
紹
介

障
が
い
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ア

■ 

島
原
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
ゆ
ず
の
会（
福
祉
セ
ン
タ　

☎

３
８
５
５
）

「
広
報
し
ま
ば
ら
」、「
市
議
会
だ
よ
り
」、「
ご
み
収
集
日
程
」な
ど
の
音
訳
テ

プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
を
希
望
者
へ
配
布
し
た
り
、
福
祉
だ
よ
り
・
島
原
新
聞
の
対
面

朗
読
、
そ
の
他
リ
ス
ナ

の
要
望
に
応
じ
て
行

て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

島
原
点
訳
サ

ク
ル　
が
ん
ば

点
！
（
福
祉
セ
ン
タ

 

☎

３
８
５
５
）

点
字
で
「
欲
し
い
情
報
・
必
要
な
情
報
」
を
い
つ
で
も
読
み
た
い
時
に
読
め

る
環
境
を
作
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
現
在
、「
広
報
し
ま
ば
ら
」、「
社
協
だ

よ
り
」、「
島
鉄
電
車
・
バ
ス
時
刻
表
」、「
電
報
例
文
集
」
な
ど
を
作
成
し
、
希

望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

■ 

島
原
手
話
の
会
（
福
祉
セ
ン
タ　

☎

３
８
５
５
）

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
初
級
手
話
講
習
会
で
の
講
師
や
聴
覚
障
が
い
者
と

の
交
流
、聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
な
ど
行

て
い
ま
す
。

手
話
通
訳
の
派
遣
を
行

て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味
が
あ
る
人
は
一
緒
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

島
原
要
約
筆
記
会　
す
ま
い
る
（
福
祉
セ
ン
タ　

☎

３
８
５
５
）

講
演
会
、
病
院
な
ど
公
共
の
場
で
聞
こ
え
が
不
自
由
な
人
へ
「
手
書
き
」
に

よ
る
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
中
途
失
聴
者
や
聴
覚
障
が
い
者
の
「
耳
」
に

な

て
言
葉
と
こ
こ
ろ
の
架
け
橋
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

て
い
ま
す
。
要
約
筆

記
を
通
じ
て
、
聞
こ
え
の
不
自
由
な
人
の
社
会
参
加
を
応
援
し
ま
す
。

■ 
あ
か
り
会
（
島
原
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
内　

☎

７
１
４
３
）　
　

島
原
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
行
事
（
ひ
ま
わ
り
キ

ン
プ
な
ど
）
や
保
育
の

ボ
ラ
ン
テ

ア
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士
の
交
流
会
も
行

て
い
ま
す
。

■ 

お
知
ら
せ　

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ア
の
協
力
に
よ
り
、視
覚
障
が
い
や
聴

覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
支
援
を
行

て
い
ま
す
。

・ 

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
へ
…
「
広
報
し
ま
ば
ら
」、「
市
議
会
だ
よ
り
」
の
音

訳
テ

プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
、「
広
報
し
ま
ば
ら
」
の
点
字
広
報
の
配
布
を
行

て

い
ま
す
（
無
料
）。

・
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
へ
…
手
話
通
訳
者
や
要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派
遣
を
行

　

っ
て
い
ま
す
（
無
料
）。

・
申
し
込
み
先
…
福
祉
保
健
総
務
グ
ル

プ
福
祉
班
（
☎
内
線
２
７
３
）

「
耳
マ

ク
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

「
耳
マ
ー
ク
」
は
聞
こ
え
が
不
自
由
な
こ
と
を
表
す
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い

る
マ
ー
ク
で
す
。

受
付
窓
口
な
ど
で
は
「
手
招
き
し
て
呼
ぶ
」、「
大

き
な
声
で
は

き
り
話
す
」、「
筆
談
す
る
」
な
ど
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
に
と

て
、
初

め
て
訪
れ
る
場
所
は
不
安
が
あ
り
ま
す
。
「
耳
マ

ク
」
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
少
し
で

も
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
入
口
や

受
付
に
「
耳
マ

ク
」
の
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
保
健

総
務
グ
ル

プ
福
祉
班
（
☎

１
１
１
１

内
線
２
７
３
）
へ
。

12 月 3日～ 9日は「障害者週間」

「耳マーク」

島原市心身障害者相談員
　障がいがある人の相談・支援を行っています。
　気軽に相談してください。
身体障害者相談員
　・大津末喜（中野町）☎６３－３９５７
　・森本義正（坂上町）☎６２－２７８７
　・本多禮子（新山三丁目）　 ☎６２－３５３２
　・本多輝男（青葉町）☎６２－７１４８
　・平野　孝（大三東）☎６８－０１６５
　・松本和義（大三東）☎６８－３０９５
知的障害者相談員
　・坂本　弘（大三東）☎６８－３０４５
　・岩本一美（宇土町）☎６２－６７０３
　・竹内隆伯（萩が丘二丁目）☎６３－３２２１

　島原市障害者相談支援事業所では、障がいがある人や生活のしづら
さのある人、家族の相談・支援を行っています。
　いつでもご相談ください。相談は無料です。秘密は厳守します。
●ネットワークセンターひかり（萩が丘二丁目 ☎６２－７１４３）
●つばさ（中野町 ☎６５－０２３０）

障が が 人 生活 づ

お気軽にご相談くだ
さい。
わたしたちは、島原
市障害者相談支援事
業所の相談員です。
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水
道
管
に
も
冬
支
度
を
！

に
も
冬
支
度
を
！

今
年
１
月
、
寒
波
に
よ
る
家
庭
の
水
道
の
凍
結
ま
た
は
凍

結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

気
温
が
氷
点
下
を
下
回
る
と
凍
結
し
や
す
く
な
り
、
水
が

出
な
く
な

た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一

凍
結
し
水
道
管
が
破
裂
す
る
と
、
修
理
に
多
額
の
費
用
を
要

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
寒
く
な
る
前
に
水
道

支
度

管
の
冬
支
度
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
に
凍
結
に
注
意
す
る
箇
所

・
屋
外
の
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な

て
い
る
と
こ
ろ
や 

立
ち
上
が
り
水
栓

 

・

水
道
管
や
蛇
口

北
側
の
日
当
た
り
の
悪
い
と
こ
ろ
や
風
当
た
り
の
強
い

と
こ
ろ
に
あ
る

凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
む
き
出
し
の
水
道
管
は
、
保
温
材
（
市
販
）
を
巻
き
つ

け
て
保
護
し
、そ
の
上
か
ら
ビ
ニ

ル
テ

プ
な
ど
を
巻

い
て
、
保　
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

（
保
温
材
は
毛
布
や
布
な
ど
で
代
用
で
き
ま
す
）

・
冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
は
、
蛇
口
か
ら
少
量
の
水
を 

出

し
て
お
く
と
有
効
で
す

※
出
し
た
分
の
水
に
つ
い
て
は
料
金
が
か
か
り
ま
す
。出
し 

過
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
蛇
口
ま
で
の
水
道
管
に
水
が
残

て
い
る
と
凍
結
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
長
期
に
渡
り
不
在
に
な
る
場
合
は
、
一

旦
メ

タ

ボ

ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
で
水
を
止
め
て
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
蛇
口
を
開
け
、残
り
水
が
な
く
な
る
ま
で
出

し
切

て
し
ま
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す

水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
場
合
は

・
水
道
管
が
凍

て
水
が
出
な
い
場
合
は
、
自
然
に
解
け
る

の
を
待
つ
か
、凍
結
し
た
と
こ
ろ
の
蛇
口
を
開
け
て
か
ら

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
解
か
し
て
く
だ
さ
い

※
急
に
熱
湯
を
か
け
た
り
す
る
と
、
か
え

て
ひ
び
割
れ
や

破
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
外
出
す
る
場
合
は
、
凍

た
蛇
口
を
開
け
た

ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い　

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま

た
場
合
は

・ 

水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
は
、
メ

タ

ボ

ク
ス
内
の

バ
ル
ブ
を
閉
め
て
水
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
※
敷
地
内
の
水
道
管
の
破
裂
な
ど
に
よ
る
修
理
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

そ
の
他

・
近
所
の
空
家
や
空
地
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、 

お
手
数
で
す
が
水
道
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

・
ア
パ

ト
な
ど
借
家
の
場
合
は
、
所
有
者
（
大
家
）
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

水
道
局
工
務
班
（
☎

１
１
１
１
内
線
５
９
４・

５
９
５
・
５
９
６
）

な
お
、
同
様
の
内
容
お
よ
び

島
原
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
一
覧
は
市
ホ

ム
ペ

ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

年
末
年
始
は

 「
空
き
巣
、
ひ

た
く
り
」
に
注
意
し
て
!!

島
原
市
で
は
、
殺
人
、
強
盗
な
ど
の
重
要
凶
悪
事

件
の
発
生
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
宅
侵
入

窃
盗
、
乗
り
物
盗
（
車
上
ね
ら
い
含
む
）
の
窃
盗
犯

罪
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

窃
盗
犯
罪
の
多
く
は
鍵
を
か
け
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る「
無
施
錠
」の
状
態
で
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
ケ

ス
が
非
常
に
多
く
な

て
い
ま
す
。

▼
住
宅
侵
入
の
被
害
に
遭

た
家
屋
の
状
況

玄
関
、
窓
な
ど
が
開
け

放
し
、
鍵
か
け
な
し
、

施
錠
設
備
な
し
な
ど

▼
乗
り
物
盗
の
被
害
に
遭

た
状
況

車
や
バ
イ
ク
の
鍵
の
付
け

放
し
、
車
内
に
置

き

ぱ
な
し
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
は
鍵
か
け
な
し

な
ど

▼
地
域
の
連
携
が
犯
罪
を
防
ぎ
ま
す

泥
棒
が
一
番
嫌
が
る
の
は
、
人
と
の
接
触
で
す
。

多
く
の
人
の
目
が
行
き
届
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

犯
罪
が
起
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
注
意
が
必

要
な
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域

の
連
携
を
持
ち
、
犯
罪
を
防
ぎ
ま
し

う

▼
空
き
巣
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

空
き
巣
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し

う
。

・
留
守
に
す
る
際
は
、
確
実
に
鍵
を
か
け
ま
し

う

・
近
所
に
訪
問
者
が
あ

た
場
合
は
、
一
声
か
け
る

・
足
場
に
な
る
よ
う
な
箱
や
は
し
ご
を
置
か
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
生
活
グ
ル

プ
交
通
防
災
班
（
☎

１
１
１
１

　

　内線
２
４
１
）
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北村西望賞教育美術展
　第 33回北村西望賞教育美術展が 10月 30日から 11月３日まで島原文化会館で開催されました。
　この美術展は、本市の名誉市民・故北村西望先生の功績をたたえるとともに、子どもたちの美術の表現力をもっと高め、
創作意欲を喚起しようと開催されているもので、この美術展の優秀作品が次のように決まりました。

平
面
の
部

立
体
の
部

「なかよくなったよ」
第五小学校１年
石橋　永遠さん

「組体操」
大三東小学校５年
馬渡　輝瑠さん

「春（はる）」
第三中学校３年
本田　華歩さん

「ふしぎの塔」
第三小学校３年
前田　泰輝さん

「三小の引っこしだ！！」
第三小学校４年
隈部　弘也さん

「働く人」
有明中学校３年
北浦　佑樹さん

島原ウィンターナイトファンタジア ２０１１
　冬の島原の街を彩る「島原ウインターナイトファンタジア」が今年も開催されます。
　開催期間中は、イベントなども予定していますので多くのご来場をお待ちしています。
　■ と　き　■ と　き
　　12月１日 (木 ) から平成 24年１月７日 (土 ) まで
　■ ところ■ ところ
　　島原港緑地公園
　■ 内　容■ 内　容　
　　動物ゾーン、ロマンティックゾーン、
　　キャラクターゾーン、エコゾーン（新設）
　■ クリスマスイベント　■ クリスマスイベント
　　・と　き　12月 23日 ( 金 )・24日 ( 土 )　20時から
　　・内　容　サンタによるプレゼント配布など
　■ 問い合わせ先　■ 問い合わせ先
　　島原ウインターナイトファンタジア実施委員会
　　（観光・ジオパークグループ内　☎ 63 － 1111　内線 214）
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世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 世界に羽ばたく島原半島世界ジオパーク 
島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎65－5540）

テーマ ： 世界のジオパークが島原半島に集う⑧

2525

特集　世界のジオパーク ④
ランカウイジオパーク／マレーシア

（Langkawi Geopark）
　ランカウイは、マレー半島の北西沖に浮かぶ大小
合わせて99の島々からなる諸島で、現地の言葉で
「Lang」は鷹、「kawi」は大理石を意味しています。
ランカウイ島には、この地域で最古の砂岩で堆積構
造や化石が良い状態で保存されている「マチンチャ
ン・カンブリア紀地質の森公園」、垂直に切り立った
カルスト丘が息を呑む光景をつくっている「キリム・
カルスト地質の森公園」、美しいたくさんの鍾乳洞や
海食地形が見られる「ダヤン・ブンティング大理石
地質の森公園」の３つの地質公園があります。これ
ら以外にも、地質学上重要な非常に素晴らしい地形
などが地質記念物に指定されています。

島
原
半
島
の
良
さ
を
ア
ピ

ル
し
よ
う
！

　

来
年
5
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
「
第
5

回
ジ
オ
パ

ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
で
は
、
国
際
会

議
に
参
加
し
た
海
外
の
人
な
ど
に
対
し
て
、
島
原
半
島

の
歴
史
や
文
化
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、『
ま
た
島
原
半
島

世
界
ジ
オ
パ

ク
に
来
た
い
』
と
思

て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
多

く
の
参
加
者
に
島
原
半
島
や
日
本
の
文
化
が
体
感
で
き

る
よ
う
な

お
も
て
な
し

を
行
な

て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
国
際
会

議
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
際
会
議

を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
る
為
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
！

　

国
際
会
議
に
は
た
く
さ
ん
の
海
外
の
人
が
参
加
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
外
国
語
（
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
）
を
ボ
ラ
ン
テ

ア

で
通
訳
案
内
な
ど
を
行
な

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
海
外
の
人
と
交
流
を
行

て
い
た
だ
け

る
人
や
、
島
原
半
島
を
知

て
も
ら

い
た
い
人
は
是
非
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人

写真は、デボン紀石灰岩からなるキリム・カルスト地質
の森公園

２１
 平成 19年の「火山都市国際会議時」のおもてなし行事の様子
 同じく「国際会議」時の外国語ボランティアの様子

　12月温泉ジオツアー
「あったっか雲仙　～地獄・極楽ツアー～」

　雲仙火山と火山の恵みである温泉の関係を、雲仙地獄を見学し、
地熱や温泉を体験することにより学びます。
■ と　き　12月 17日（土）　※雨天決行
　 　　　　 9：30　平成新山ネイチャーセンター集合
　　　　　10：00　事前学習
　　　　　11：30　昼食
　　　　　12：00　雲仙地獄見学（大叫喚－旧八幡－原生沼）
　　　　　14：00　雲仙温泉体験（古湯共同浴場）
　　　　　15：00　平成新山ネイチャーセンターへ移動
　　　　　16：00　解散
■ 募集人数　20人（先着順）
■ 申込方法　平成新山ネイチャーセンターへ電話で申し込んでくだ
　　　　　　 さい
■ 受付開始日　12月 3日（土）10時から
■ 参加費　260円（入浴代＋菓子代）
■ 講　師　寺井邦久氏（島原半島ジオパーク事務局）
■ 持参品　入浴道具、汚れてもいいバスタオル、弁当、飲み物、タ
　　　　　 オル、雨具
■ 送迎バス　島原外港および島原駅からの送迎バスが利用できま
　　　　　　 す。利用する人は申し込み時に伝えてください。
■ 申し込み・問い合わせ先
　　　　　 平成新山ネイチャーセンター（☎ 63 － 6752）

◯64

は
国
際
会
議
事
務
局
（
☎　
２
０
１

２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



日 本 語 英　語

中 国 語 韓 国 語

A：何を探していますか？

B： 島原特産品を買いたいです。
　　　　　　
　　　　

日本を訪問する外国人の中には日本語を話す人も少な
くありません。日本の文化や伝統に興味を持っている
人も多いので、積極的に声をかけて、島原に関
することを知らせてあげたら、喜ばれる
でしょう。

  (( フ ) ウァッツ　アー　ユー　ルッキン　フォー？）

Ａ：What are you looking for? ( ↓ )

　（アイデュ　ライク　トゥ　バイ　サム　ローカル

B：I'd like to buy some local　
　    スペシャリティーズ）
     specialties.

　※ （↓）は語尾を下げて発音することを意味します。
　　　　　※ looking for ～ は「～を探しています」
　　　　　　という意味です。
　　　　　　　※ I'd　は I would（～したい）の短縮
　　　　　　　　形です。

  
   （ﾆﾝ ｼｬﾝ ﾏｲ ﾃﾞﾝｱﾙ ｼｭﾝ ﾓ？）
Ａ：

　　（ｳｫ ｼｬﾝ ﾏｲ ﾃﾞﾝｱﾙ ﾀﾞｫ ﾕｪﾝ ﾄｫ ﾂｧﾝ｡）

 B：

" " は何？という意味です。

（ムォスﾙ　チャジュセヨ）

（シマバラ トゥクサンプンｳﾙ サゴ シｯポヨ）

※ (ムォスル )「何を」の短縮形で (ムォﾙ )
　を使うことが出来ます。

 (ムォﾙ　チャジュセヨ)となります。
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shimabara castle

ジオパーク国際ユネスコ会議に向けた

おもてなしワンポイント語学講座おもてなしワンポイント語学講座 
 vol.9

島原半島では、平成24年５月に「ジオパーク国際ユネスコ会議」が開催され、海外か
ら多くのお客様がお見えになります。
島原でしか感じられない「おもてなし」を、海外からのお客様に体感していただける
よう、このコーナーで毎月、英語・中国語・韓国語の簡単な会話を紹介しています。
さあ、みんなで一緒にレッツトライ！武 家 屋 敷

Old  SAMURAI house

島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」
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　10月 22日・23日の２日間にわたり、島原復興アリー
ナをメイン会場に島原半島ツーデーマーチが開催されま
した。当日は、5km～ 38kmの６コースに分かれ、延
べ 1232人が島原城下町やジオパークを間近に感じなが
ら、秋晴れの島原路を楽しみました。

島原半島ツーデーマーチ開催
地球の鼓動を感じるハート＆ウォーク

叙勲受章おめでとうございます

　10月 26日、島原市食生活改善推進員協議会（会長：
佐原トキヱさん）の皆さんが厚生労働大臣表彰を受けた
ことを、横田市長に報告しました。
　食改の皆さんは、県内でもいち早く平成 18年から食
事バランスガイドの普及や食育の推進に努められ、その
功績が認められ今回の表彰となりました。

食生活改善推進員協議会、厚生労働大臣表彰
食育の推進に尽力

　平成23年秋の叙勲が発表されました。市内での受章者は次の方々
です。おめでとうございます。

旭日双光章（元町議会議員）
松田久隆さん（有明町大三東）

　「地域住民の皆様のおかげです。今までのご協力
とご支援に感謝申し上げます」
　昭和 35年３月から通算７期 28年にわたり有明
町議会議員として在職し、副議長や議会運営委員長、
各種常任委員長としての要職も歴任。特に、道路の
改良や農業基盤の整備・確立などに尽力し、地方自
治の振興に多大な貢献をされました。

瑞宝双光章（元公立小学校長）
北浦良正さん（中野町）

　「校長、同僚、保護者の皆様のおかげです。身近
な人たちを大切にし、信頼される教員が増えること
を祈っています」
　昭和 26年から 41年余にわたり公立小学校教諭
として学校教育の発展に尽力しました。昭和 59年
に神代小学校で全日本健康優良賞学校表彰を受賞す
るなど、長年にわたり研究発表に深く携わり、体育
や道徳の教科で国指定の研究発表を行いました。

瑞宝双光章（元県警部）

　「大変光栄に存じております。家族の理解と上司、
先輩、同僚のご支援ご協力の賜物と感謝しておりま
す」
　昭和33年から41年余にわたり警察業務に精励し、
主に交通関係業務に従事しました。安全なまちづく
りを目指して、住民と一体となり事故防止活動を行
うなど、さまざまな交通安全対策に取り組み、公共
の安全と秩序の維持に尽力されました。

　11月 10日、地震および火災に対する
市庁舎避難訓練を実施しました。 
　今回の訓練は、3月 11日に発生した
東日本大震災を受け、島原半島で強い地
震が発生し、それに伴い出火したことを
想定し行いました。
　市民の生命と財産を守るため、今後も
定期的に訓練を行っていきます。

市役所本庁舎避難訓練
火災や災害に備え



ママたちのためのリフレッシュ講座
日常の忙しさをほんの少しだけ忘れて、ホッとした時間を持ちませんか。
● 会　場　市保健センター
● 対　象　小学校就学前の子どもがいるお母さん　※託児ができます
● 申し込み・問い合わせ先　　子育て支援室（TEL　62-4015）

開催月日 時　間 講 座 内 容

１月
23日（月） 10:30 ～ 11:30 楽しいダンスとストレッチ

講師　佐藤美由紀先生

30日（月） 10:00 ～ 12:00 クッキング教室（ちょこっと中華）:（要材料費200円）
講師　内田景子先生（中華園）

２月

３日（金） 10:00 ～ 12:00
クッキング教室（スイ－ツ）:（要材料費 200円）
講師　近重佳代子先生

６日（月） 10:30 ～ 11:30 エアロビクス＆ヨガ教室
講師　北島由美子先生

15日（水） 10:00 ～ 12:00
フラワーアレンジメント（要材料費 200円）
講師　柴田美穂先生（小原流）

20日（月） 10:30 ～ 11:30 ベビーダンス
講師　森本洋子先生

3月

2日（金） 10:00 ～ 12:00 フラワーアレンジメント（要材料費 200円）
講師　柴田美穂先生（小原流）

8日（木） 10:30 ～ 11:30
エアロビクス＆ヨガ教室
講師　北島由美子先生

16日（金） 10:00 ～ 12:00 手仕事シリーズ（ビーズのストラップ：要材料費 200円）
講師　桑島ありさ先生

わくわく交流会
　

　親子で楽しい時間を過ごしま
せんか。
●と　き　12月 8日（木）

9：30　受付開始
10：00　開始
●ところ　市保健センター
●内　容　楽しいクリスマス会、
　マットピラティス（産後の骨
　盤を戻してメリハリボディ）
●対象者　子育てしているお父
　さん・お母さんとその子ども
●問い合わせ先 子育て支援室  
　（☎ 62 － 4015）

地域子育て支援センター情報
　子育て支援センターでは、在宅で子育てをしている人を対
象に、子育てに関する相談や園開放、子育てサークルの支援
などを行っています。また、子育て支援室では、市内の子育
て支援センターと連携してネットワークをつくり、在宅での
子育てを応援しています。
　今月は「陽だまり（中木場保育園）」を紹介します。

子育て支援センター 住所（電話）
たからっこ（心香保育園） 有明町大三東（68－ 0346）
Baby ぱんたか（清華保育園） 有明町大三東（68－ 1163）
すくすく（せいか福祉ステーション） 前浜町（63－ 5817）
ころころクラブ（おさなご園） 津吹町（62－ 2537）
しゅんよう（春陽保育園） 萩が丘一丁目（６2－ 5556）
くるみの家（わかくさ園保育所） 新山二丁目（62－ 3638）
陽だまり（中木場保育園） 大下町（64－ 2135）
子育て支援室 霊南二丁目（62－ 4015）子育て支援センター「陽だまり」

　子育て支援センター「陽だまり」では、子どもにとって楽しい場所、お母さんにとっては心が「ホッ」とできる、そんな「憩
いの場所」、「交わりの場所」になれたらと活動しています。

 ① 園庭解放、育児相談（電話・面談）、サークル活動（親子のつどい）、簡単クッキング、誕生会などを行っています
 ② いろいろな園行事への参加（夏祭り、芋ほり、蒸し芋会、保育園祭り、観劇会）

　● 開設日時　火・木・金曜日　9：00～ 14：00（園庭開放、支援ルームの開放、相談など）
　● 問い合わせ先　中木場保育園「陽だまり」（大下町丙 1047　☎６４－２１３５）

13 平成23.12.



ク アク アップローズ Close  Up!

ふ
る
さ
と
再
発
見

　

皆
さ
ん
は
、大
正
琴
の
素
敵
な
音
色
を

聴
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。今
月
の
紹

介
は「
大
正
琴
城
内
会
」の
皆
さ
ん
で
す
。

　
大
正
琴
と
は
、左
手
で
鍵
盤
を
押
さ
え
、

右
手
で
弦
を
弾
い
て
演
奏
す
る
琴
の
こ
と

で
、こ
の
会
で
は
、パ
ー
ト
を
３
つ
に
分
け

て
合
奏
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、約
７
年
前
に
発
足
し
、講
師

の
古
賀
寿
美
枝
さ
ん
を
中
心
に
会
員
は
10

人
。月
に
１・２
回
森
岳
公
民
館
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。童
謡
や
演
歌
、フ
ォ
ー
ク
、

季
節
に
合
っ
た
曲
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
曲
を

演
奏
し
、現
在
12
月
10
日
に
森
岳
公
民
館

で
開
催
さ
れ
る
森
岳
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で

の
発
表
に
向
け
て
特
訓
中
で
す
。

　
楽
器
の
演
奏
は
難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、大
正
琴
は
譜
面
が
読
み
や
す
く
、

演
奏
も
比
較
的
簡
単
で
取
り
組
み
や
す
い

そ
う
で
す
。

　
会
の
代
表
の
鵜
殿
寿
子
さ
ん
に
お
話
を

伺
う
と「
指
先
を
使
う
の
で
老
化
防
止
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。全
員
で
演
奏
を
合
せ
て一つ

の
曲
に
す
る
の
が
魅
力
で
す
ね
。私
を
癒
し

て
く
れ
る
最
大
の
趣
味
で
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、最
近
入
会
し
た
本
多
恵
美
子
さ

ん
は「
近
所
で
聞
こ
え
る
大
正
琴
の
音
色
が

好
き
で
、私
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。割
と
簡
単
に
演
奏
で
き
、今
で
は
大
正

琴
が
身
近
な
存
在
で
す
。会
員
の
年
齢
も

幅
広
く
、お
し
ゃ
べ
り
や
練
習
が
楽
し
み
で

す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
人
で
も
大
歓
迎
だ
そ
う
で
す

の
で
、興
味
の
あ
る
人
は
見
学
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、鵜
殿

寿
子
さ
ん（
☎　
０
３
６
３
）へ
。

　

　
一
年
の
締
め
く
く
り
の
師
走
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
市
内

各
地
で
除
夜
の
鐘
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
城
内
一
丁
目
、
島
原
商
業
高
校
北

側
に
あ
る
「
時
鐘
楼
」
で
も
、
森
岳

連
合
楽
生
会
の
お
世
話
に
よ
り
除
夜

の
鐘
が
突
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
鐘
楼
は
、
延
宝
３
年
（
１

６
７
５
年
）
松
平
忠
房
公
が
当
時
の

領
地
で
あ
っ
た
豊
後
国
国
東
郡
の
職

人
・
藤
原
正
次
に
鐘
を
作
ら
せ
、
広

く
領
民
に
時
間
を
知
ら
せ
て
い
た
も

の
で
す
。

　
昔
は
線
香
の
燃
え
つ
き
具
合
で
時

を
計
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
係
の
者
は
不
寝
番
で
見
守
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、延
享
２
年（
１

７
４
５
年
）
か
ら
は
時
計
を
基
準
に

し
て
鐘
を
突
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
線
香
の
燃
え
方
に
ど
う

し
て
も
差
異
が
あ
っ
て
困
っ
た
話
や
、

不
寝
番
の
居
眠
り
、
鐘
の
突
き
忘
れ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
時
の
鐘
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て

い
た
こ
の
鐘
も
、
昭
和
19
年
（
１
９

４
４
年
）
太
平
洋
戦
争
の
影
響
で
供

出
さ
れ
あ
と
に
は
建
物
だ
け
が
残
さ

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
（
１
９
８

０
年
）、
有
志
の
浄
財
に
よ
り
現
在

―
 

時 

鐘 

楼 ―

じ　

 

し
ょ
う　

ろ
う

の
よ
う
に
復
元
、
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　
鐘
の
銘
文
文
様
は
、
日

本
彫
塑
界
の
最
高
峰
で
あ

っ
た
北
村
西
望
氏
の
手
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
長
い
年
月
を
経
て
、
今

も
残
る
時
鐘
楼
。
皆
さ
ん

も
大
晦
日
の
夜
に
除
夜
の

鐘
突
き
に
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「大正琴城内会」「大正琴城内会」

63 
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公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館
◆三会公民館
◆杉谷公民館
◆森岳公民館
◆霊丘公民館
◆白山公民館
◆安中公民館

（☎68－1101）
（☎62－4505）
（☎63－2231）
（☎63－2242）
（☎64－2023）
（☎63－2221）
（☎63－2253）

公民館
☆市立公民館の各種講座・行事はホームページからも確認する
　ことができます。　
http://www.city.shimabara.lg.jp/life/pub/list.aspx?c_id=34#63

漢文に挑戦！　～３日でマスター　返り点～

　「子曰学而時習之不亦説乎」（論語）
　　この文は、どう読みますか？

　「漢文は、クイズみたいでおもしろい！」と、返り点を習い始めた
小学生が言いました。本当にそうですね。
　漢文とは、漢字ばかりで書かれた文章です。それを日本語で読み
やすくするために、さまざまな工夫がされました。その一つが、読
む順序を表した「返り点」です。
　今回は、「返り点」の謎に挑み、３日で返り点マスターを目指します。
　簡単な漢文を読めるようになるとおもしろいですよ。皆さんの参
加をお待ちしています。
●と　き　12 月 26 日（月）、27 日（火）、28 日（水）
　　　　　10 時から 11 時まで
●ところ　森岳公民館
●内　容　漢文の返り点を学ぶ
●対　象　小学生向け（一般も可）
●講　師　松本和子（市社会教育指導員）
●申し込み・問い合わせ先　森岳公民館

民話を聴こう！「地方に伝わる民話」
　古くから地方に伝わる民話を聴いてみませんか。
心温まる話が盛りだくさんです。
●と　き　12 月 12 日（月）　13 時 30 分から
●ところ　有明公民館　
●講　師　有明童話の会「くすのき」の皆さん
●問い合わせ先　有明公民館

ジオパーク講座
　とてもわかりやすく楽しい講座です。高齢者学
級の講座ですが、誰でも参加できます。
●と　き　12 月９日（金）　13 時 30 分から
●ところ　霊丘公民館
●講　師　大野希一（ジオパーク事務局員）
●問い合わせ先　霊丘公民館

ピラティス教室

　三会公民館では、９月に「ピラティス講座」を
開催したところ、好評により11月から３月まで（期
間限定）サークルとして活動することになりまし
た。
　興味のある人は参加してみませんか。
●と　き　11 月から平成 24 年３月（毎週水曜日、
　　　　　月４回）まで　13 時 30 分から 14 時
　　　　　30 分まで
●ところ　三会公民館
●問い合わせ先　三会公民館

シェイプアップウォーキングと
タオルを使ったストレッチ

　いつものウォーキングフォームを見直して引
き締まった体を目指しましょう。
体の硬い人でも行えるタオルを使ったストレッ
チも紹介します。
●と　き　12 月 15 日（木）　13 時 30 分から
●ところ　森岳公民館
●対　象　女性向け
●講　師　吉木有美子（有明保健センター）
●持参品　タオル、飲みもの
●問い合わせ先　森岳公民館

15 平成23.12.
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保健センターだより保健センターだより ■有明保健センター（☎68－5335）
■市保健センター（☎64－7713）

　
平
成
18
年
度
よ
り
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
M
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
）
に
よ
る
２
回
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
。
感
染
予
防
や
流
行
を

防
ぐ
た
め
に
、
接
種
期
間
内
に
早

め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
20
年
度
よ
り
、
２
回
目
の

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
と
し
て

第
３
・
４
期
に
相
当
す
る
人
も
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▼
対
象
者

 

・
第
１
期
：
１
歳
〜
２
歳
未
満
の

　
人

 

・
第
２
期
：
平
成
17
年
４
月
２
日

　
生
ま
れ
〜
平
成
18
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
人

 

・
第
３
期
：
平
成
10
年
４
月
２
日

　
生
ま
れ
〜
平
成
11
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
人

 

・
第
４
期
：
平
成
５
年
４
月
２
日

　
生
ま
れ
〜
平
成
６
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ
の
人

▼
実
施
場
所　
県
内
予
防
接
種
実

　
施
医
療
機
関

※

か
か
り
つ
け
の
病
院
に
予
約
を

　
し
て
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
接
種
期
間

 

・
第
１
期
：
２
歳
の
誕
生
日
の
前 

　
日
ま
で

 

・
第
２
〜
４
期
：
平
成
24
年
３
月

　
31
日
ま
で

▼
接
種
料
金　
接
種
期
間
の
間
は

　
無
料
で
す

▼
持
参
品　
母
子
健
康
手
帳
、
予

　
診
票

※

予
診
票
を
紛
失
し
た
人
は
、
市

　
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
有
明
保

　
健
セ
ン
タ
ー
へ
取
り
に
来
て
く

　
だ
さ
い

　
現
在
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
不

活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
導
入
は
早
く
て
も
平

成
24
年
度
の
終
わ
り
ご
ろ
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
が
導
入
さ
れ
る
ま
で

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
待
つ

人
が
増
え
る
と
、
免
疫
を
持
た
な

い
人
が
増
え
、
ポ
リ
オ
が
流
行
す

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ポ
リ
オ
は
腸
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖

す
る
た
め
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
1
カ
月
程
度
は
便
に
ウ
イ

ル
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
持
っ
て
い

な
い
人
に
、
極
め
て
稀
で
す
が
感

染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

２
次
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
地
域
内

の
す
べ
て
の
乳
児
が
一
斉
に
接
種

（
生
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
集
団
接
種
）

を
受
け
る
こ
と
が
最
も
安
全
性
の

高
い
方
法
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
回
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
接
種
の
日
程
は
広
報

し
ま
ば
ら
３
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
、
医
療
機
関
や
被

接
種
者
、
ま
た
は
そ
の
家
族
が
、

直
接
厚
生
労
働
省
へ
副
反
応
報
告

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
副
反
応
報
告
書
は
、
定
期
の
予

防
接
種
を
し
た
後
、
副
反
応
を
生

じ
た
場
合
に
提
出
す
る
書
類
で
す
。

万
が
一
、
予
防
接
種
の
副
反
応
で

重
大
な
健
康
被
害
を
被
っ
た
場
合

に
、
国
の
健
康
被
害
救
済
制
度
に

よ
る
補
償
（
給
付
）
を
受
け
る
た

め
の
審
査
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
副
反
応
報
告
の

変
更
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
み

で
す
。
そ
の
他
の
定
期
の
予
防
接

種
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
医
療
機
関

や
被
接
種
者
、
ま
た
は
そ
の
家
族

が
市
へ
副
反
応
報
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
通
し
て
健
康

づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き　
毎
週
水
曜
日
・
木
曜

　
日　
10
時
か
ら

※

雨
天
時
は
中
止

※

12
月
28
日
㈬
、
29
日
㈭
は
休
み

　
で
す

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

※

12
月
7
日
㈬
は
霊
丘
公
園

▼
持
参
品　
水
分
補
給
の
飲
み
物
、

　
タ
オ
ル

▼
開
催
日
と
内
容

・
毎
月
第
２
月
曜
日…

赤
ち
ゃ
ん

　
の
お
風
呂
の
入
れ
方
、
妊
婦
疑

　
似
体
験
な
ど

・
毎
月
第
４
月
曜
日…

調
理
実
習

※

予
約
が
必
要
で
す

※

毎
月
第
４
月
曜
日
に
実
施
し
て

　
い
る
調
理
実
習
は
、
12
月
の
み

　
第
３
月
曜
日
（
12
月
19
日
）
の

　
実
施
と
な
り
ま
す

▼
時
　
間　
開
催
日
の
10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
妊
婦
と
そ
の
家
族

▼
参
加
費　
無
料

　
市
で
は
10
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
２
月
29
日
ま
で
、
高
齢
者
と
乳

幼
児
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
一
部
公
費
負
担
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
う
ち
、

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
（
要

証
明
書
）
で
す
が
、
非
課
税
世
帯

の
人
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
一
部
公
費
負
担

▼
対
象
者　
接
種
日
に
生
後
６
カ

　
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

▼
自
己
負
担
金　
１
５
０
０
円（
１

　
回
に
つ
き
）

▼
助
成
回
数　
２
回

▼
実
施
場
所　
島
原
市
、
雲
仙
市
、

　
南
島
原
市
の
指
定
医
療
機
関

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
一
部
公
費
負
担

▼
対
象
者　
接
種
日
に
65
歳
以
上

　
の
人
な
ど

▼
自
己
負
担
金　
１
０
０
０
円

▼
助
成
回
数　
１
回

▼
実
施
場
所　
市
内
の
指
定
医
療

　
機
関
ま
た
は
県
内
の
か
か
り
つ

　
け
の
医
療
機
関

麻
し
ん
（
は
し
か
）・
風
し
ん

（
三
日
は
し
か
）
の
予
防
接
種

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
副
反
応
報
告
の
変
更

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル

参
加
者
募
集

高
齢
者
・
乳
幼
児
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

両
親
学
級
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健康テレホンサービス

足 の 浮 腫

脳 卒 中 の 麻 痺 の む く み

重 症 型 イ ン フ ル エ ン ザ

眼 の ヘ ル ペ ス

子どもの歯の形と数の異常

帝 王 切 開

月

火

水

木

金

土・日

12

月

TEL 0120－555－203
フリーダイヤルが開設されました

大
作

健
康
up

健康しまばら21

今月のテーマ

戦

 

Ｓ
Ｔ
Ｉ
と
は

　
主
に
性
行
為
（Sexually

）
に

よ
っ
て
、
人
か
ら
人
へ
と
病
原
体

が
運
ば
れ
て
（Transm

itted

）、

感
染
す
る
疾
患
（Infections

）

の
こ
と
で
、
性
感
染
症
と
も
言
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
梅
毒
、
性

器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
淋
菌
感

染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
な
ど
、
そ

の
種
類
は
10
種
類
以
上
あ
り
、
エ

イ
ズ
も
Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
一
種
で
す
。

　
Ｓ
Ｔ
Ｉ
は
、
最
近
で
は
10
代
後

半
か
ら
20
代
の
若
者
の
患
者
の
増

加
が
目
立
ち
、
身
近
な
感
染
症
と

な
っ
て
い
ま
す
。

症
状
が
無
い
か
ら
大
丈
夫
？

　
今
、
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
Ｓ

Ｔ
Ｉ
の
い
く
つ
か
は
、
ほ
と
ん
ど

症
状
が
無
い
、
ま
た
は
あ
っ
て
も

軽
い
も
の
で
す
。
し
か
し
症
状
が

無
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
く
と
大
変
危
険
で
す
。

特
に
女
性
の
場
合
、
不
妊
症
や
子

宮
外
妊
娠
、
流
産
や
早
産
の
原
因

に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
治
療
し
な

い
ま
ま
で
妊
娠
・
出
産
す
る
と
、

母
子
感
染
し
て
し
ま
う
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
覚
症
状
が

無
い
た
め
に
、
気
付
か
な
い
う
ち

に
相
手
に
う
つ
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
体
の
こ
と
、

将
来
の
こ
と
を
大
切
に
考
え
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

も
っ
と
知
り
ま
し
ょ
う
。Ｓ
Ｔ
Ｉ
の

こ
と

　
Ｓ
Ｔ
Ｉ
は
、
性
行
為
で
感
染
す

る
病
気
で
す
。Ｓ
Ｔ
Ｉ
の
ほ
と
ん
ど

は
コ
ン
ド
ー
ム
で
予
防
で
き
ま
す
。

感
染
し
た
ら
放
置
せ
ず
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
一
緒
に
治
療
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

月12 休日の お医者さん歯医者さん
■ 当番医　　　診療時間午前9時～午後6時

■ 当番歯科医　診療時間午前9時～正午

 ※都合により変更することがあります

日 医 療 機 関 電話番号

4
日
（日）

３

1

日

月

（火）

２

1

日

月

（月）

１

1

日

月

（日）

23
日
（金）

18

11

日
（日）

日
（日）

25
日
（日）

31
日
（土）

内 田 医 院

稲田整形外科医院

太 田 整 形 外 科

徳 永 歯 科 医 院
たかお循環器科・内科

い と う 整 形 外 科

松 本 内 科 医 院

小 嶺 歯 科 医 院

貴 田 病 院

原田形成整形外科医院

前田内科胃腸科医院

末 吉 歯 科

柴 田 長 庚 堂 病 院

山口外科胃腸科医院

よ こ た 医 院

松 本 歯 科 医 院

松 岡 病 院

西 村 ク リ ニ ッ ク

長 田 医 院

森元歯科クリニック

魚 住 医 院

松 井 歯 科 医 院

喜 多 内 科 医 院

原田形成整形外科医院

愛 野 記 念 病 院

清 水 歯 科 医 院

柴 田 長 庚 堂 病 院

い と う 整 形 外 科

愛 野 記 念 病 院

まつおデンタルクリニック

木 下 内 科 医 院

西 村 ク リ ニ ッ ク

愛 野 記 念 病 院

高城歯科クリニック

白 山 町

片 町

雲仙市国見町

雲仙市国見町

加 美 町

広馬場町

雲仙市国見町

雲仙市国見町

有明町大三東

片 町

雲仙市瑞穂町

有明町大三東

中 堀 町

大手原町

雲仙市瑞穂町

有明町大三東

江 戸 丁

下川尻町

雲仙市瑞穂町

有明町大三東

城内一丁目

有明町大三東

弁天町二丁目

片 町

雲仙市愛野町

亀の甲町

中 堀 町

広馬場町

雲仙市愛野町

北 門 町

中 野 町

下川尻町

雲仙市愛野町

先 魁 町

62-7733

62-6355

78-5413

78-3105

62-6300

61-0110

65-3333

78-2366

68-0040

64-3939

77-3089

68-0150

64-1111

62-3200

77-2000

68-3872

62-2526

62-0888

77-3622

68-0017

63-2286

68-0011

62-5101

64-3939

36-0015

63-4848

64-1111

61-0110

36-0015

65-0233

64-5851

62-0888

36-0015

64-6480

男　性 女　性

梅　毒
小さな傷から細菌が侵入して
感染。全身に広がり、さまざ
まな症状をひきおこす。

性器クラミジ
ア感染症

男女ともに感染者が多い。 尿道に軽い炎症をおこし、排
尿時にしみる。尿道から薄い
分泌液が少し出る。

不正子宮出血や軽い下腹部
痛、性交痛。

淋 菌 感 染 症
（淋病）

最近とくに男性の間で感染が
広がっている。

尿道炎になり、強い排尿痛、尿
道口に発赤。尿道から濃い黄白
色の分泌物が多量に出る。

おりものの増加。排尿痛、頻
尿。

尖 圭 コ ン ジ
ローマ

湿った部位にいぼがびっしり
できる。子宮頸がん、外陰が
んをひきおこす可能性有り。

性器ヘルペス
感染症

女性に多く、感染するとウイ
ルスが潜伏し、皮疹をくり返
す。

陰茎包皮や亀頭などに複数の
小さな水疱が出る。数日後に
破れ、痛みをともなう浅い潰
瘍となる。

外陰部に複数の水疱ができ、
破れて潰瘍となる。強い痛み
による排尿困難や発熱をとも
なう。

トリコモナス
症

トリコモナス原虫が病原体。
女性に多くみられる。

膣炎や外陰炎をおこし、悪臭
をともなうおりものやかゆみ
がある。

Ｂ型肝炎
感染経路として血液を介する
ことが多いが、性行為によっ
ても感染する。

病　名 特　徴
症　状

感染後約３週間で、感染部位に大豆くらいの赤くてかたい痛み
のないしこりができる。

性器、肛門周囲に淡紅色や薄い茶色のいぼができ、カリフラ
ワー状になる。

全身倦怠感、食欲不振、黄疸などの症状が出ることがある。無
症状の場合も多い。

◆主な STI の特徴と症状

年末年始特別テーマ(12/28～1/4) :解離性大動脈瘤

知っていますか？
STIのこと
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■電子メール
info@city.shimabara.lg.jp

■市 役 所
　　（代表）☎63-1111
■有明庁舎
　　（代表）☎68-1111

産 業 振 興 部
有 明 支 所
教 育 委 員 会
農 業 委 員 会
水 道 局
文化・スポーツ振興グループ
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募

 

集

島
原
市
安
心
・
安
全
な

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
新
た
に
保

育
所
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
入
所
し
て
い
る
児

童
が
引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る

場
合
は
、
申
込
書
の
提
出
は
不
要

で
す
が
、
家
庭
状
況
申
立
書
な
ど

の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
入
所
で
き
る
児
童  

保
護
者
が

　
仕
事
ま
た
は
病
気
な
ど
の
理
由

　
で
保
育
で
き
ず
、
ほ
か
に
保
育

　
す
る
人
が
い
な
い
と
認
め
ら
れ

　
入
所
基
準
に
適
合
す
る
児
童

▼
受
付
期
間　
平
成
24
年
１
月
６

　
日
㈮
か
ら
27
日
㈮
ま
で

▼
申
込
方
法　
こ
ど
も
支
援
グ
ル

　
ー
プ
ま
た
は
有
明
支
所
に
備
え

　
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を

　
添
付
し
、
こ
ど
も
支
援
グ
ル
ー

　
プ
ま
た
は
有
明
支
所
へ
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い

※
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
兄
弟

　
姉
妹
が
す
で
に
入
所
し
て
い
る

　
場
合
は
、
各
保
育
所
へ
提
出
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
支
援

　
グ
ル
ー
プ
こ
ど
も
福
祉
班
（
☎

　
内
線
３
０
２
）
ま
た
は
有
明
支

　
所
（
☎
内
線
５
０
６
）

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
の
人
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
の

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
が
無
料
で
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
の
種
類

◯
教
養
学
部

・
科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
全
科
履
修
（
４
年
以
上
在
学
し
、

　
卒
業
を
目
指
す
）

◯
大
学
院

・
修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

・
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

　
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

▼
出
願
期
限　
平
成
24
年
２
月
29

　
日
㈬
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
５

－

８
１
３

－

１
３

　
１
７
）

　
県
で
は
、
離
島
や
へ
き
地
で
地

域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
を
養
成

す
る
自
治
医
科
大
学
の
平
成
24
年

度
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
学
金
、
授
業
料
な
ど
の
学
費

は
全
額
貸
与
さ
れ
、
卒
業
後
県
内

の
離
島
の
病
院
な
ど
に
一
定
期
間

勤
務
す
る
と
、
そ
の
返
還
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

▼
一
次
試
験　
平
成
24
年
１
月
23

　
日
㈪
・
24
日
㈫

▼
出
願
方
法　
平
成
24
年
１
月
４

　
日
㈬
か
ら
18
日
㈬
ま
で
に
県
医

　
療
人
材
対
策
室
へ
出
願
書
類
を

　
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※

出
願
に
要
す
る
書
類
（
入
学
試

　
験
要
項
）
は
、
県
医
療
人
材
対

　
策
室
で
配
付
し
て
い
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
県
医
療
人
材

　
対
策
室
（
☎
０
９
５

－

８
９
５

　

－

２
４
２
１
）

　
高
齢
者
に
も
優
し
く
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
に
優
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
住
宅

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
工

保
育
所
入
所
希
望
児
童

放
送
大
学
入
学
生

自
治
医
科
大
学
医
学
部
入
学
生

名　　称 定員 住　　　所 電話番号
向陵保育園 80 有明町湯江（舞人堂） 68-0609
みやま保育園 50 有明町湯江（戸切） 68-0694
東向保育園 50 有明町湯江（神木） 68-0551
恵祥保育園 60 有明町大三東（源在高野） 68-1371
心香保育園 90 有明町大三東（菅） 68-0346
誓願幼児園 60 有明町大三東（小原下） 68-3715
清華保育園 60 有明町大三東（松崎） 68-1163
桜花保育園 60 亀の甲町 62-3834
おさなご園 80 津吹町 62-2537
山寺保育園 70 山寺町 62-2566

たけしま保育園 60 下折橋町 63-2037
みどり保育園 80 柿の木町 64-4805
愛児保育園 60 上の町 62-2766
春陽保育園 80 萩が丘一丁目 62-5556
寺町保育園 40 寺町 63-2355

こひつじ保育園 50 湊道二丁目 62-1414
わかくさ園保育所 120 新山二丁目 62-3638

浦田保育園 60 浦田一丁目 62-4011
白山保育園 60 白山町 62-2401
美祢保育園 45 南下川尻町 62-4275
中木場保育園 70 大下町 64-2135
安徳保育園 70 中安徳町 62-7708

◆ 保 育 所 一 覧

ら
知
お

せ
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人

▼
内
　
容　
電
話
回
線
を
利
用
し

　
た
シ
ス
テ
ム
で
、
希
望
者
宅
に

　
専
用
の
機
器
を
設
置
し
、
緊
急

　
事
態
発
生
時
な
ど
に
迅
速
、
的

　
確
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
ま

　
す

▼
利
用
者
負
担
金　
月
額
３
０
０

　
円

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

　
人
で
日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る

　
人

▼
内
　
容　
定
期
的
に
市
嘱
託
員

　
が
希
望
者
宅
へ
電
話
を
か
け
て
、

　
安
否
確
認
や
日
常
生
活
の
相
談

　
な
ど
に
応
じ
ま
す

▼
利
用
者
負
担
金　
無
料

緊
急
医
療
情
報
カ
プ
セ
ル

配
布
事
業

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

　
人
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
、
健

　
康
に
不
安
が
あ
る
人
な
ど

▼
内
　
容　
本
人
の
医
療
情
報
を

　
記
載
し
た
用
紙
を
カ
プ
セ
ル
に

　
封
入
し
て
自
宅
に
備
え
、
緊
急

　
事
態
発
生
時
な
ど
に
駆
け
付
け

　
た
人
が
迅
速
、
的
確
に
医
療
情

　
報
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
把
握

　
し
や
す
く
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
本
人
に
よ
る
医
療
情

　
報
の
更
新
が
随
時
必
要
で
す
。

▼
利
用
者
負
担
金　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉

班
（
☎
内
線
２
７
７
）
ま
た
は
有

明
支
所
（
☎
内
線
５
０
７
）

　
高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
人
）
で

寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
場
合
、

福
祉
事
務
所
長
か
ら
障
害
者
控
除

対
象
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、

税
の
申
告
時
に
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
福
祉
保

　
健
総
務
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
有
明

　
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
と

　
心
身
の
状
態
の
調
査
票
（
医
師

　
な
ど
第
三
者
に
よ
る
証
明
が
必

　
要
で
す
）

▼
対
象
者
　
12
月
末
日
現
在
で
、

　
調
査
票
の
各
項
目
に
一
定
以
上

　
の
該
当
が
あ
る
人

※

今
回
の
申
請
は
税
の
控
除
を
受

　
け
る
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、　

　
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得
税
・

　
市
県
民
税
非
課
税
の
場
合
に
は

　
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉

　
保
健
総
務
グ
ル
ー
プ
福
祉
班（
☎

　
内
線
２
７
７
）
ま
た
は
有
明
支

　
所
（
☎
内
線
５
０
７
）

　
平
成
24
年
島
原
市
成
人
式
の
出

席
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
市
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

は
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
就
職
や
就
学
な
ど
の
た
め

に
市
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

人
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
　
き　
平
成
24
年
１
月
8
日

　
㈰　
13
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ　
島
原
文
化
会
館

▼
対
象
者　
平
成
３
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
人

▼
申
し
込
み
先　
出
身
地
区
の
地

　
区
公
民
館
ま
た
は
社
会
教
育
グ

　
ル
ー
プ
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
グ

　
ル
ー
プ
（
☎
内
線
６
５
１
）

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
載
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
登
載
資
格　
平
成
４
年
４
月
１

　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
市
民
で
、　

　
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
次

　
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
　
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当

　
す
る
も
の

 

・
市
内
に
有
る
住
宅
で
、
所
有
者

　
が
現
に
居
住
し
て
い
る
住
宅

 

・
工
事
費
が
30
万
円
以
上
で
、
市

　
内
の
施
工
業
者
に
発
注
す
る
工

　
事

 

・
所
有
者
に
市
税
の
滞
納
が
な
い

　
こ
と

 

・
平
成
24
年
３
月
25
日
ま
で
に
事

　
業
が
完
了
す
る
も
の

▼
支
援
内
容　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
リ
フ
ォ
ー

　
ム
は
工
事
費
用
の
20
％
（
上
限

　
20
万
円
）
を
支
援
し
ま
す
。
長

　
寿
命
化
リ
フ
ォ
ー
ム
（
耐
久
性

　
の
向
上
を
図
る
関
連
リ
フ
ォ
ー

　
ム
）
は
、
工
事
費
用
の
10
％
（
上

　
限
20
万
円
）
を
支
援
し
ま
す
。

※

い
ず
れ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
予
算

　
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了

　
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
整
備
グ

　
ル
ー
プ
建
築
班
（
☎
内
線
２
２

　
３
）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

▼
対
象
者　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

　
人
で
日
常
生
活
に
不
安
が
あ
る

所
得
税
・
市
県
民
税
に
お
け
る

特
別
障
害
者
お
よ
び
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
の
申
請

高
齢
者
等
支
援
事
業

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
録

地　区
有 明 公 民 館
三 会 公 民 館
杉 谷 公 民 館
森 岳 公 民 館
霊 丘 公 民 館
白 山 公 民 館
安 中 公 民 館
社会教育グループ

島
原
市
成
人
式

緊急通報装置

緊急医療情報カプセル

  電　話　　FAX　
68-1101　68-3980

62-4505
63-2231
63-2242
64-2023
63-2221
63-2253

68-5473　68-5480
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分
ま
で

※

年
末
年
始
の
土
曜
日
・
日
曜
日

　
は
閉
庁
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
窓
口
グ

　
ル
ー
プ
市
民
窓
口
班
（
☎
内
線

　
１
８
１
）

　
平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
、

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
商
店
、

旅
館
、
工
場
、
銀
行
、
学
校
、
病

院
、
学
習
塾
な
ど
、
全
国
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
に
経
済
活
動
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

　
平
成
24
年
１
月
下
旬
か
ら
、
調

査
員
証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
調

査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
経
営
管
理
グ
ル
ー

プ
総
務
行
政
班
（
☎
内
線
１
５
３
）

へ
。

　
２
０
１
２
版
長
崎
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
県
民
手
帳
に
は
、
行
事
予

定
表
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
資
料

編
と
し
て
長
崎
県
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
大

変
便
利
で
す
。

　
一
冊
５
０
０
円
で
市
内
の
各
書

店
、
市
役
所
経
営
管
理
グ
ル
ー
プ

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
経
営
管
理
グ
ル
ー

プ
総
務
行
政
班
（
☎
内
線
１
５
３
）

へ
。

　　
ル
ー
ル
を
守
り
、
周
り
に
迷
惑

を
掛
け
な
い
よ
う
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬

 

・
放
し
飼
い
に
は
せ
ず
、
綱
や
鎖

　
で
繋
い
で
お
き
ま
し
ょ
う
。万
一
、

　
人
や
動
物
に
危
害
を
加
え
た
場

　
合
は
、
飼
い
主
の
責
任
が
問
わ

　
れ
ま
す

 

・
無
駄
吠
え
を
す
る
場
合
、
原
因

　
を
突
き
止
め
、
散
歩
を
さ
せ
た

　
り
、
し
つ
け
を
す
る
な
ど
し
ま

　
し
ょ
う

 

・
道
路
、
公
園
は
み
ん
な
の
も
の

　
で
す
。
散
歩
時
の
フ
ン
は
持
ち

　
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
猫

 

・
猫
を
飼
う
際
は
、
家
の
中
で
飼

　
う
こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
事
故
や
病
気
か
ら
守
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す

▼
犬
・
猫

 

・
野
良
犬
、
野
良
猫
に
は
餌
を
与

　
え
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
グ
ル
ー

　
プ
衛
生
保
全
班
（
☎
内
線
１
９

　
２
）

　
近
年
、
県
内
に
お
い
て
農
業
用

施
設
か
ら
の
油
流
出
事
故
が
相
次

い
で
発
生
し
、
一
部
河
川
や
水
田

へ
の
流
れ
込
み
に
よ
り
、
農
作
物

へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
油
流
出
事
故
は
環
境
汚
染
に
つ

な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
回

収
が
大
変
困
難
で
生
態
系
に
悪
影

響
を
与
え
ま
す
。

　
一
般
に
農
業
用
施
設
で
使
用
さ

れ
る
油
類
（
重
油
、
軽
油
な
ど
）

の
扱
い
は
、
島
原
地
域
広
域
市
町

村
圏
組
合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り

「
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
」
と
し

て
貯
蔵
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
に

従
い
適
正
な
管
理
に
つ
と
め
ま
し

ょ
う
。

　　
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
指

定
事
業
者
へ
の
指
導
、
助
言
を
行

う
機
関
と
し
て
、
苦
情
相
談
窓
口

を
設
け
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
相
談
や
苦
情
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

受
け
付
け
て
い
る
苦
情
は

・
介
護
保
険
上
の
指
定
サ
ー
ビ
ス

　
で
あ
る
こ
と

・
市
町
域
を
超
え
る
案
件
で
あ
る

　
場
合
（
複
数
の
市
町
に
関
わ
る

　
場
合
）

・
苦
情
を
市
町
で
取
り
扱
う
こ
と

　
が
困
難
な
場
合

・
申
立
人
が
国
保
連
合
会
で
の
処

　
理
を
希
望
す
る
場
合

申
し
立
て
で
き
る
人
は

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
、
家

族
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関

　
る
人

 
・
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

　
人

 

・
前
項
の
同
居
の
親
族
お
よ
び
そ

　
の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね

　
60
日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事

　
す
る
人

 

・
10
㌃
以
上
の
農
地
を
耕
作
す
る

　
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た

　
は
社
員

▼
申
請
期
限　
平
成
24
年
１
月
10

　
日
㈫
ま
で

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
農
業

　
委
員
会
（
☎
内
線
５
３
１
）
ま

　
た
は
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
内

　
線
３
１
１
）

　
年
末
窓
口
を
開
設
し
、
戸
籍
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
、

各
種
証
明
書
の
交
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

　
証
明
書
の
発
行
に
は
、
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
の
書
類（
印

鑑
登
録
証
明
書
の
請
求
に
は
印
鑑

登
録
証
）
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
転
入
、
転
出
、
転
居
な

ど
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
開
庁
部
署　
市
民
窓
口
グ
ル
ー

　
プ
、
有
明
支
所

▼
開
庁
日
時　
12
月
29
日
㈭
・
30

　
日
㈮　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15

年
末
開
庁
の
お
知
ら
せ

県
民
手
帳
の
販
売

犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

「
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」

に
協
力
を

農
業
用
施
設
か
ら
の
油
流
出

事
故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談
窓
口

経済センサスキャラクター
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▼
問
い
合
わ
せ
先　
法
務
局
島
原

　
支
局
（
☎
62
２
５
１
３
）

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
者　
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、

　
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国

　
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
人

▼
受
付
期
限　
平
成
24
年
３
月
31

　
日
㈯
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
独
立
行
政
法 

　
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

 

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
：☎
０
５
７
０

　
ー
０
５
９
ー
２
０
４

 

・Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ：☎
０
３
ー

　
５
８
６
０
ー
２
７
４
８
）

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ

で
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に

も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な

い
人
生
の
「
万
が
一
」
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
人
で

20
歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者

と
な
る
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

諫
早
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
出
張
相
談

▼
と
　
き　
12
月
21
日
㈬
・
平
成

　
24
年
１
月
18
日
㈬　
10
時
か
ら

　
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10

　
日
前
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票

　
に
よ
る
予
約
（
電
話
予
約
可
）　

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

年
金
相
談

▼
と
　
き　
毎
週
木
曜
日　
９
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　
ロ
ビ
ー

▼
申
し
込
み　
当
日
先
着
順
（
予

　
約
不
要
）

※
相
談
を
受
け
る
人
は
日
本
年
金

　
機
構
か
ら
の
書
類
や
年
金
手
帳
、

　
年
金
証
書
な
ど
、
参
考
と
な
る

　
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
稼
働
し
て
い

ま
す

　
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
の
加
入

期
間
や
、
年
金
受
給
額
を
確
認
し

た
い
人
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
お

よ
び
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を
市
民

窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金
班
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
ま
で　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
国
民
年
金

班
（
☎
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
競
技
用
バ
イ
ク
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

勉
強
机
（
大
型
）、
電
子
オ
ル
ガ
ン

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
七
五
三

袴
セ
ッ
ト
（
五
歳
児
）

　
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
グ
ル
ー

プ
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線

１
８
４
）
へ
。

す
る
状
況
を
具
体
的
か
つ
的
確
に

把
握
し
て
い
る
人

苦
情
申
し
立
て
の
方
法
は

　
苦
情
を
申
し
立
て
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
本
人
（
ま
た
は
代
理

人
）
が
国
保
連
合
会
介
護
保
険
課

に
備
え
付
け
の
苦
情
申
立
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
国
保
連
合
会

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
匿
名
に
よ
る
申
し
立
て

は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

　
９
時
か
ら
17
時
ま
で
（
土
曜
日
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

苦
情
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（
☎
０
９
５
ー
８
２
６
ー
１
５
９

９
）

　
法
務
局
島
原
支
局
と
島
原
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
は
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
の
人
権
週
間
に
あ

わ
せ
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き　
12
月
８
日
㈭　
10
時

　
か
ら
15
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　
森
岳
公
民
館
、
有
明

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

戦
後
強
制
抑
留
者
特
別
給
付
金

今をときめくお笑い芸人が島原へやってくる！
■出　演　笑い飯、パンクブーブー、トータルテンボス
　　　　　ほか
■入場料　2000円（全席指定、当日2500円）
■チケット販売所　有明総合文化会館、島原文化会館、
　　　　　ながせや中堀町店、横浜屋、島原ショッピン
　　　　　グモールウィルビー、島原市民劇場、ローソ
　　　　　ン各店、セブンイレブン各店
■問い合わせ先　文化・スポーツ振興グループ（☎68-
　　　　　5474）、または有明総合文化会館（☎68-
　　　　　5800）
◎この事業は、サマージャンボ宝くじ基金交付金を活用して
　います

　今冬の電力需給は極めて厳しい見通しです。
12月１日から３月31日までの平日につい
ては、生活に支障のない範囲で、節電をお願
いします。
　特に、12月19日から２月３日までの平
日の８時から21時までについてはさらに電
力不足が見込まれるため、５％以上を目標に
節電への協力をお願いします。

● 今冬における節電のお願い ●

換
交
の
品
要
不

平成24年１月29日（日）13時～
有明総合文化会館

よしもと新春お笑いライブ
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　本の返却が１カ月
以上遅れた人には新
たな貸し出しはしま
せんので、早めの返
却をお願いします。

市民相談センターのご案内

開館時間…10：00～18：00（金曜日は20時まで）
12月の休館日…5日（月）・12日（月）・19日（月）

 26日（月）・28日（水） 　 ～1月3日（火） 　 

開館時間…9：00～18：00
12月の休館日… 6日（火）・13日（火）・20日（火）

 27日（火）～1月3日（火） 　 

新刊図書紹介 12月の催し

「星やどりの声」
朝井 リョウ　著　　角川書店

「銀婚式物語」

■「ハナシはつきぬ！」 

■「真田三代　上・下」

■「水の柩」

■「かわいそうだね？」

田中 啓文　著　集英社

火坂 雅志　著　NHK出版

道尾 秀介　著　講談社　

綿矢 りさ　著　文藝春秋

島原図書館（☎64－4115） 有明図書館（☎68－5808）

図書館通信

国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
普
通
徴
収
（
第
６
期
分
）

の
納
期
は
12
月
26
日
㈪
ま
で
で
す

　

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
な
ど
の
自
動
振
込
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
各
金
融
機
関
、
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）、
島
原
雲
仙

農
協
、
島
原
漁
協
、
有
明
漁
協
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先

▼
国
民
健
康
保
険
税　

税
務
グ
ル
ー
プ
市
民
税
班
（
☎
内
線
１
７
６
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

保
険
・
健
康
増
進
グ
ル
ー
プ
保
険
班
（
☎

　

内
線
２
３
３
）
ま
た
は
有
明
支
所
（
☎
内
線
５
０
４
）

　12月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎
内線１８４）で行ないます。
◆行政相談（行政相談委員）
　〈市民相談センター〉
　12月6日㈫･13日㈫･20日㈫ 　  13：00～16：00
　〈有明支所相談室〉
　12月7日㈬ 　　　　　　　　　  13：00～16：00
◆特設人権相談（人権擁護委員）
　12月8日㈭　　　　　　　　　　10：00～15：00
　会場：森岳公民館、有明福祉センター
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約】
　12月15日㈭　　　　　　　　　 13：00～16：00
◆不動産に関する相談（宅建協会）
　12月19日㈪　　　　　　　　　 13：00～16：00
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談所）
　12月22日㈭　　　　　　　　　 10：00～16：00
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など公証人法律相談
　（島原公証役場公証人）
　12月28日㈬ 　　　　　　　　　13：00～16：00
◆一般相談（市相談員）
　土曜日・日曜日・祝日を除く毎日　8：30～17：15

　東京ではない海の見える町。三男三女
母ひとりの早坂家は、純喫茶「星やどり
」を営んでいた。家族それぞれが悩みや
葛藤を抱えながらも穏やかな毎日を過ご
していたが…。

新井 素子　著　中央公論新社
　あの「結婚物語」から 25年。長くと
もに暮らした猫のこと、二人で建てた家
のこと、去っていった人たち、得られな
かった子どものこと･･･。銀婚式を迎え
た陽子さんが結婚生活の愉しさを回想。

■おはなしのじかん

■手作り講座「クリスマスリース作り」（申込制 20人）
　　　　　  　　　
■クリスマスおはなし会　　　
■おはなしのじかん０.１.２
■冬休み映画会「タンタンの冒険旅行」

■クリスマスミニミニ映画会　
■郷土史を学ぼう会
※新年は 1月 4日 13:00 から開館します
※１月４日から３月９日まで外壁工事のため駐車場
　が使用できません。その間の駐車場は島原図書館
　に問い合わせてください

■ちいさなおはなしかい　　　 10 日（土） 15:00
■除籍本配布～古くなった本をお譲りします～
　　　　　　　　　　　  17 日（土）・18日（日）
■おはなしのじかん　 　　　　24日 ( 土 ) 14:30
※新年は 1月 4日 10:30 から開館します

有明図書館

島原図書館

市民相談センターのご案内

3 日（土）・10日（土）　11:00

3 日（土）　14:00
　　　17日（土）　11:00

22 日（木）   11:00

22 日（木）　14:00
　　　　　   24 日（土）   11:00

☆インターネットで蔵書検索ができます
 URL  http://www/shimabara-city-libraries.jp 
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休 休 休 休 ○ ○

休 休 休 休 ○ ○

（各種証明の
　交付のみ）

武家屋敷売店は12月29日・
30日休みます

市役所などの年末年始の業務予定

のんのこ温水センター
平成新山ネイチャーセンター
雲仙岳災害記念館

島 原 城
美人の湯
有明歴史民俗資料館
有明図書館
島原図書館
各地区公民館
有明総合文化会館
島原文化会館
有明プール
市立温水プール

島原温泉ゆとろぎの湯
しまばら斎場

し尿くみ取り

ごみの収集

島原地区

市役所

26
月

27
火

28
水

29
木

30
金

31
土

1
日

2
月

3
火

4
水

5
木

○

項 目
備   考

日 付 12 月 1 月

有明地区

「舞岳山荘」
農林漁業体験実習施設

ふるさと物産館
有明の森フラワー公園
湧水庭園四明荘
武家屋敷・しまばら湧水館・

（不燃・資源ごみ自己搬入）
島原リサイクルプラント

（自己搬入）
資源物保管施設ストックヤード

（可燃ごみ自己搬入）
東部リレーセンター

霊丘公園庭球場・屋内相撲
場・有馬武道館・弓道場・
有明体育館・有明弓道場・
有明青少年武道館・有明農
業者トレーニングセンター

陸上競技場・市営球場・総
合運動公園庭球場・れいな
ん会館・島原復興アリーナ

○ ○ ○
（各種証明の
　交付のみ）

○

○

○
（午前中のみ）

○
（午前中のみ）

○

○ ○ 休 休

休 休 休 休

○

休

可燃ごみ
月・木曜日
収集地区の
み収集
不燃･資源
ごみ
収集対象地
区のみ収集

毎週土曜・日曜日
8時30分から正午まで開場

くみ取り業者へ依頼してください

毎週水曜日 休み

1月4日は10時30分開館
1月4日は13時開館

自己搬入は有料です

年中無休

くみ取り業者へ依頼してください

市民窓口グループ
有明支所

休 休 休 休 ○○ ○○

○休 休 休 休 ○○ ○ 休○○

休休 休 休 休 休休 休休

○休 休 休 休 ○○ 休○ ○○
○休 休 休 休○ 休○ 休
○○ 休 ○ ○ ○○ ○○ ○○
○○ ○ ○ ○ 休休 ○○ ○○

○休 休 休 休 ○○○ 休休 休

○休 休 休 休 ○○ 休○ 休○

休 休 休 休 休 休休 休休休
○休 休 休 休 ○休 休休○
○休 休 休 休 ○○ 休休 休○
○休 休 休 休 ○休 休○ 休○

○休 休 休 休 ○○ 休○ 休○
○○ ○○ ○ ○ 休○○○
○○ ○ ○ ○ ○○ 休○ 休○

○○ ○ ○ ○ ○○○ 休
（売店）

休
（売店）○

○休

休休 休

休 休 休 休○

○○○○○○○○

休○ 休○

○休 休 休 休休休 ○○ 休○

○○ ○ ○ ○ ○○ ○○ ○○
○休 休 ○ ○休休 ○○ ○○
○休 休 ○ ○ ○○ 休○ ○○

○休 休 休 休 ○○ 休○ 休○
○休 休 休 休 ○休 休休 休○

休 休 休 休 ○休 休休 休○

12月29日･30日は、戸籍･住
民票･印鑑登録証明などの各
種証明書のみ８時30分から
17時15分まで受け付けます
※三会出張所は開庁しません
※転入・転出・転居の届はで
　きません

12月29日は８時までに出し
てください

上記以外の部署

搬入の際は、環境グループ、市民
窓口グループ、三会出張所、有明
支所で発行する搬入券が必要です

可燃ごみ
火・金曜日
収集地区の
み収集

不燃･資源
ごみ
収集対象地
区のみ収集

可燃ごみ

全地区収集

不燃･資源
ごみ
収集対象地
区のみ収集

可燃ごみ
月・木曜日
収集地区の
み収集
不燃･資源
ごみ
収集対象地
区のみ収集

年末年始の戸籍の届け出、埋
火葬関係、水道の緊急修理は
当直室（本庁、有明庁舎）で
受け付けます

○

休

○

休

○

有明の森フラワー公園
お食事処どんどん

諫早市

○は開庁・開館しています

○

休
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成
　
年
　
月
号

12
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◆市ホームページアドレス ◆携帯電話版市ホームページ
http://www.city.shimabara.lg.jp/

◆島原市の人口（11月1日現在）
人　口
　男
　女
世帯数

URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/出生30件　死亡47件　転入67件　転出51件

（前月比 ＋    2）
（前月比 －　  9）
（前月比 ＋  11）
（前月比 ＋    9）

48,454
22,534
25,920
18,904

人
人
人
世帯

　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。QRコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、URLを直接入力して
もアクセスできます。

◆
編
集
・
発
行
／
島
原
市
市
長
公
室

〒
855-

8555
長
崎
県
島
原
市
上
の
町
5
3
7

◆
毎
月
1
日
発
行

T
E
L
0
9
5
7
　
1
1
1
1

F
A
X
0
9
5
7
　
6
3
3
4

64 63

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

１
年
前
イ
ベ
ン
ト 

開
催
!!

全
国
和
牛
能
力
共
進
会

１
年
前
イ
ベ
ン
ト 

開
催
!!

「かさべこくん」や「がんばくん」、
「ジーオくん」などが一堂に集結
しました

カウントダウンボード除幕式。
ボードは市役所西側玄関に設置して
います

長崎和牛の試食会には、多くの人
が並びました

島農和太鼓同好会の皆さんの演
奏で大会を盛り上げました

「かさべこくん」

　
平
成
24
年
10
月
25
日
か
ら
10
月
29
日
ま
で
、「
第
10
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
」が
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
と
佐
世
保
市
を
会
場
と
し
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」は
５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
、和
牛
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
和
牛
能
力
共
進
会
の
開
催
１
年
前

に
合
わ
せ
、10
月
29
日
、島
原
復
興
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
、「
１
年
前
イ
ベ
ン

ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
の
除
幕
式
や
長
崎
和
牛
の
試
食
会

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、大
会
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
さ
べ
こ
く
ん
」を

は
じ
め
と
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
た
く
さ
ん
集
合
し
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
本
大
会
は
来
年
10
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

島
原
道
路

島
原
中
央
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

島
原
道
路

島
原
中
央
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た

まゆやまトンネル 

名称選定委員会の様子

　
国
土
交
通
省
雲
仙
復
興
事
務
所

が
整
備
を
行
っ
て
い
る「
島
原
中
央

道
路
」に
設
置
さ
れ
る
ト
ン
ネ
ル
の

名
称
が
、１０
月
１４
日
に
開
催
さ
れ

た「
島
原
中
央
道
路
ト
ン
ネ
ル
名

称
選
定
委
員
会（
委
員
長
：
横
田

市
長
）」で
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
集
に
は
、１
１
０
通
の
応

募
が
あ
り
、委
員
会
で
の
厳
正
な

審
査
の
結
果
、ト
ン
ネ
ル
名
称
と

し
て「
ま
ゆ
や
ま
ト
ン
ネ
ル
」が
正

式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
６
人
か

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、選

定
委
員
会
で
の
抽
選
の
結
果
、命

名
者
は
白
石
貴
子
さ
ん
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、島
原
中
央
道
路
に

は
８
つ
の
橋
梁
が
建
設
さ
れ
て
お

り
、橋
梁
の
名
称
と
位
置
は
下
図

に
赤
文
字
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、島
原
中
央
道
路
整
備
は

平
成
24
年
秋
ま
で
に
全
線
開
通
で

き
る
よ
う
鋭
意
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
雲
仙
復
興
事
務
所

が
整
備
を
行
っ
て
い
る「
島
原
中
央

道
路
」に
設
置
さ
れ
る
ト
ン
ネ
ル
の

名
称
が
、１０
月
１４
日
に
開
催
さ
れ

た「
島
原
中
央
道
路
ト
ン
ネ
ル
名

称
選
定
委
員
会（
委
員
長
：
横
田

市
長
）」で
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
集
に
は
、１
１
０
通
の
応

募
が
あ
り
、委
員
会
で
の
厳
正
な

審
査
の
結
果
、ト
ン
ネ
ル
名
称
と

し
て「
ま
ゆ
や
ま
ト
ン
ネ
ル
」が
正

式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
６
人
か

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、選

定
委
員
会
で
の
抽
選
の
結
果
、命

名
者
は
白
石
貴
子
さ
ん
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、島
原
中
央
道
路
に

は
８
つ
の
橋
梁
が
建
設
さ
れ
て
お

り
、橋
梁
の
名
称
と
位
置
は
下
図

に
赤
文
字
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、島
原
中
央
道
路
整
備
は

平
成
24
年
秋
ま
で
に
全
線
開
通
で

き
る
よ
う
鋭
意
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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